
⾼齢社会演習
2022年度 プログラムNo. 2203

「G-tech」

■⽇程：
04/15 ⾦ 1400 ‒ 1500 (1h) G-tech ガイダンス
04 ⽉ ⽇程別途調整 (1h) 調査活動計画・実証実験計画会議
05 ⽉ ⽇程別途調整 (3h) ヒアリング調査活動・予備実験
06 ⽉ ⽇程別途調整 (3h) 実証実験
07 ⽉ ⽇程別途調整 (3h) 調査・実験データ分析会議
08 ⽉ ⽇程別途調整 (3h) 春学期まとめ・秋学期計画の相談会議
⽇程別途連絡 (4h) ジェロントロジー・アカデミー『情報とシステム』
⽇程別途連絡 (4h) ジェロントロジー・アカデミー『ジェロンテクノロジー』

■留意事項：
・上記プログラム出席希望者は必ず G-tech ガイダンスを受講すること（録画対応可）
・調査活動や実証実験の計画・準備会議（ライブラリ/zoom 開催）などに参加すること
・⽇程が決まっていないところは、履修者と相談しながら決定予定
・交通費、研究活動経費は別途⽀給
・履修希望者は伊藤（k.ito@iog.u-tokyo.ac.jp）・吉崎（r.yoshizaki@mfg.t.u-tokyo.ac.jp）まで連絡

■概要：
近年、⾼齢化社会に起因する社会的課題に対して、AI や IoT の利活⽤による課題解決に関⼼が向けられている。⼀⽅で、活⼒ある⾼齢

者が増加するとともに⾼齢者の⽣活スタイルやニーズも多様化しているため、⽤途に特化したソリューションでは⾼齢者の⽣活を⼗分
に⽀援できないことが明らかとなっている。そのため、⾼齢者が⾃律的に⾃⾝の課題解決に取り組める柔軟性を持 った社会実装のあり
⽅について検討する必要がある。本演習では、⾼齢者が直⾯する⽣活課題を解決するのに、⾼齢者が⾃律的な QoL 向上を⽬指すことが
可能な⽣活⽀援 ICT システムの社会実装の検討を⾏う。具体的な活動としては、①⾼齢者の⽣活スタイルとニーズを理解するヒアリング
調査などの活動と、②実証実験を通じた社会実装の検討の活動である。AI や IoT のみならず、VR やメタバースなどの最先端のテクノロ
ジーを活⽤した座学やプロジェクトの聴講などを演習の対象とする。具体的にはジェロントロジー・アカデミーのいくつかの講義や研
究プロジェクトへの参画や、共創センターや VR 教育研究センターの活動も⼀部含める。また、プログラムを主体として得られた調査結
果は学⽣を主体として論⽂執筆・国際会議発表をサポートし、著者や発表者の活動もプログラムに含める。

■担当教員：⼆瓶美⾥、菅原育⼦、藤﨑万裕、三浦貴⼤、藪謙⼀郎、吉⽥涼⼦、吉崎れいな、伊藤研⼀郎




